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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像部を備える内視鏡と、この内視鏡が着脱自在に接続されて前記撮像部により生成さ
れた撮像画像の信号が入力される外部制御装置と、前記外部制御装置に接続され画像情報
を表示する表示装置と、を備える内視鏡システムであって、
　前記撮像部が、２次元配列された複数の受光部と、各受光部にそれぞれ蓄積された電荷
信号を前記受光部の並び方向である主走査方向に沿って読み出すことを前記主走査方向に
直交する副走査方向に向けて複数回繰り返す走査読み出しを行う走査駆動部と、を有し、
　前記走査駆動部は、前記主走査方向に並ぶ前記受光部のラインの走査読み出しをそれぞ
れ副走査方向に順次行って、全ての前記受光部から前記電荷信号を読み出す第１の撮像モ
ードと、
　前記受光部のラインの走査読み出しを、副走査方向に所定ライン飛び越しながら順次行
うと共に、飛び越されたラインから前記所定ライン飛び越しながら順次行うことで、前記
撮像画像を構成する全ラインを水平走査して前記受光部から前記電荷信号を読み出す第２
の撮像モードと、
が切替え自在であり、
　前記外部制御装置が、前記撮像部によって静止画情報を取得する場合に前記第１の撮像
モードに切替え、動画像情報を取得する場合に前記第２の撮像モードに切り替えて前記表
示装置に表示される前記撮像画像の画面端部にシャギーを発生させる内視鏡システム。
【請求項２】
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　請求項１記載の内視鏡システムであって、
　前記内視鏡の撮像部の動きを検出して、前記外部制御装置に検出信号を出力する動き検
出部を備え、
　前記外部制御装置が、前記内視鏡の動き検出部からの検出情報から得られる変化速度が
所定値を超えた場合に、前記第２の撮像モードに切り替える内視鏡システム。
【請求項３】
　請求項１記載の内視鏡システムであって、
　前記内視鏡が、被検体内に挿入する内視鏡挿入部の先端側に形成され湾曲自在な湾曲部
と、該湾曲部を湾曲操作するための湾曲操作部と、該湾曲操作部からの操作を検出する操
作検出部と、を有し、
　前記外部制御装置が、前記操作検出部により前記湾曲操作部の操作を検出した場合に前
記第２の撮像モードに切り替える内視鏡システム。
【請求項４】
　請求項１～請求項３のいずれか１項記載の内視鏡システムであって、
　前記第２の撮像モードが、未走査の第１のラインを選択して水平走査し、該第１のライ
ンに対応する各受光部から前記電荷信号を読み出す第１の読み出し走査と、前記第１のラ
インから前記副走査方向に所定ライン飛び越した未走査の第２のラインを選択して水平走
査し、該第２のラインに対応する各受光部から前記電荷信号を読み出す第２の読み出し走
査とを、前記第１のラインと前記第２のラインとの間隔を前記所定ラインに保持しつつ、
前記副走査方向下端まで繰り返した後、副走査方向上端から未走査のラインを選択して前
記第１の読み出し走査と前記第２の読み出し走査とを、前記副走査方向下端まで繰り返す
ことを、複数回実行するモードである内視鏡システム。
【請求項５】
　請求項１～請求項４のいずれか１項記載の内視鏡システムであって、
　正方格子状に配置された前記複数の受光部が、ベイヤー配列にされたカラーフィルタで
覆われてそれぞれ異なる色成分の光を検出し、
　前記第２の撮像モードが、前記副走査方向に飛び越す所定ライン数を２ラインとするも
のであり、
　前記外部制御装置が、特定の第１のラインと、該第１のラインから前記副走査方向に飛
び越して選択される第２のラインとの２ラインに対応する各受光部から読み出した電荷信
号を用い、前記各受光部から読み出したそれぞれ一色分の色成分に対して、該色成分とは
異なる色成分の信号を補間する同時化処理を行う同時化手段を備え、
　前記第２の撮像モード時に、前記各受光部から読み出した電荷信号の色成分と、前記同
時化処理によって得られた色成分との信号から撮像画像データを生成する内視鏡システム
。
【請求項６】
　撮像部を備える内視鏡と、この内視鏡が着脱自在に接続されて前記撮像部により生成さ
れた撮像画像の信号が入力される外部制御装置と、前記外部制御装置に接続され画像情報
を表示する表示装置と、を備える内視鏡システムであって、
　前記撮像部が、２次元配列された複数の受光部と、各受光部にそれぞれ蓄積された電荷
信号を前記受光部の並び方向である主走査方向に沿って読み出すことを前記主走査方向に
直交する副走査方向に向けて複数回繰り返す走査読み出しを行う走査駆動部と、を有し、
　前記走査駆動部は、前記主走査方向に並ぶ前記受光部のラインの走査読み出しをそれぞ
れ副走査方向に順次行って、全ての前記受光部から前記電荷信号を読み出す第１の撮像モ
ードと、
　前記受光部のラインの走査読み出しを、隣接する前記受光部のラインを２ライン連続し
て水平走査してから次の２ラインを飛び越すことを繰り返して、全ての前記受光部から前
記電荷信号を読み出す第２の撮像モードと、
が切替え自在であり、
　前記外部制御装置が、前記撮像部によって静止画情報を取得する場合に前記第１の撮像
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モードに切替え、動画像情報を取得する場合に前記第２の撮像モードに切り替えて前記表
示装置に表示される前記撮像画像の画面端部にシャギーを発生させる内視鏡システム。
【請求項７】
　請求項６記載の内視鏡システムであって、
　前記内視鏡の撮像部の動きを検出して、前記外部制御装置に検出信号を出力する動き検
出部を備え、
　前記外部制御装置が、前記内視鏡の動き検出部からの検出情報から得られる変化速度が
所定値を超えた場合に、前記第２の撮像モードに切り替える内視鏡システム。
【請求項８】
　請求項６記載の内視鏡システムであって、
　前記内視鏡が、被検体内に挿入する内視鏡挿入部の先端側に形成され湾曲自在な湾曲部
と、該湾曲部を湾曲操作するための湾曲操作部と、該湾曲操作部からの操作を検出する操
作検出部と、を有し、
　前記外部制御装置が、前記操作検出部により前記湾曲操作部の操作を検出した場合に前
記第２の撮像モードに切り替える内視鏡システム。
【請求項９】
　請求項６記載の内視鏡システムであって、
　正方格子状に配置された前記複数の受光部が、ベイヤー配列にされたカラーフィルタで
覆われてそれぞれ異なる色成分の光を検出し、
　前記外部制御装置が、特定のラインと、該特定のラインに続いて選択される次ラインと
の２ラインに対応する各受光部から読み出した電荷信号を用い、前記２ラインに対応する
各受光部から読み出されるそれぞれ一色分の色成分である電荷信号に対し、前記色成分と
は異なる色成分の信号を補間する同時化処理を行う同時化手段を備え、
　前記第２の撮像モード時に、前記各受光部から読み出される電荷信号の色成分と、前記
同時化処理によって得られる色成分の信号から撮像画像データを生成する内視鏡システム
。
【請求項１０】
　請求項１～請求項９のいずれか１項記載の内視鏡システムであって、
　前記内視鏡と前記外部制御装置との間を接続する信号線が、前記撮像画像の信号をシリ
アル伝送する内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　撮像素子として、例えば各画素を構成する光電変換素子で光電変換された電荷信号をＣ
ＣＤ（Charge Coupled Device）により転送し、転送された電荷信号を後段で増幅するＣ
ＣＤ型イメージセンサがある。これに対して、ＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide Se
miconductor）ロジックの製造プロセスを応用することで大量生産が可能で、安価で消費
電力の少ないＣＭＯＳ型イメージセンサがある。このＣＭＯＳ型イメージセンサは、単位
セル毎に光変換された電気信号を任意の順番で読み出すことができ、最近では光感度の向
上や低雑音化の技術が確立して、高解像度の撮像素子としての利用が進められている。
【０００３】
　このＣＭＯＳ型イメージセンサは、メカニカルシャッタを使用しない場合、ＣＣＤ型イ
メージセンサのシャッタ方式とは異なるローリングシャッタ方式で駆動され、２次元配列
された多数の画素を画素行毎に順次露光開始し、各画素に蓄積された電荷を行単位で順次
読み出す方式となっている。そのため、フレームの上下で電荷蓄積期間に時間差が生じ、
被写体が動いている場合には、走査行毎に露光時間がずれて、画面の上下で被写体が流れ
たような不自然な画像となる。
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【０００４】
　図１６はローリングシャッタを用いた撮像素子の露光・読出しタイミングの例を示すタ
イミングチャートである。同図において、例えば走査ラインとなるＬｉｎｅ（１）～Ｌｉ
ｎｅ（ｎ）　（ｎは２以上の整数）の各画素行を備えるＣＭＯＳセンサでは、ライン上の
各画素（０～ｍ）をリセットした後にフォトダイオードへの露光を開始し、所定の露光時
間の経過後に各フォトダイオードに蓄積された電荷を転送し、電荷信号を出力する。そし
て、このような動作がＬｉｎｅ（１）からＬｉｎｅ（ｎ）に向かって順に遅延して行われ
る。即ち、主走査方向に並ぶ受光部（フォトダイオード）のラインの走査読み出しを、そ
れぞれ副走査方向に順次行って電荷を読み出してｎ行ｍ列の画像を生成する（以下、通常
走査モードとも言う）。
【０００５】
　このため、静止した被写体に対してはフレームの上下での時間差が殆ど問題にならない
が、例えば被写体Ｓが図１７の水平方向右側へ移動している場合に、この被写体Ｓを撮像
した画像信号は、図１７の最終行のＬｉｎｅ（ｎ）で移動量Δを生じ、被写体Ｓは、各ラ
インの左右端を繋ぐ細線で示される台形Ｓａのように傾いた状態となる。このように、Ｃ
ＭＯＳ型イメージセンサを用いた内視鏡装置では、画面全体が動いたときに画面が流れる
ように映出されてしまい、特に内視鏡診断においては、観察画面を注視しながら内視鏡挿
入部を動かすことが多いため、違和感を感じやすくなる。
【０００６】
　この問題を解決するため、特許文献１には画像処理により画像の歪みを軽減する技術が
提案されている。しかし、内視鏡装置の場合、画像処理により被写体の正確な移動量を推
定することは困難で、特許文献１の技術では画面の歪みを十分に補正しきれずに表示され
てしまう。更に、内視鏡装置の場合、撮像した画像信号を細く長いケーブルで制御装置ま
で伝送しなくてはならず、高周波帯域における信号の減衰量が大きく、伝送速度が制限さ
れるため、撮像した画面の最初と最後の時間差が大きくなり、画面流れ量が多くなる不利
がある。
【０００７】
　また、特許文献２には、メカニカルシャッタと、全画素リセットにより全画素の露光タ
イミングを揃えることで、画面の歪みをなくす技術が提案されている。この構成では、メ
カニカルシャッタを用いて、読み出しを行っていない時間にのみ電荷を蓄積することで露
光期間の同時性を確保している。しかし、内視鏡装置による観察においては受光できる光
量に限りがあり、上記方式では充分な電荷を蓄積できず、観察画像に必要なダイナミック
レンジが確保できない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００９－１４１７１７号公報
【特許文献２】特開２００６－１９１２３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、上記状況に鑑みてなされたもので、ローリングシャッタ方式によるＣＭＯＳ
型イメージセンサからの画像情報の取得時に、撮像タイミングの時間的なずれに起因する
撮像画像の歪みを目立たないようにして、違和感を軽減することができる内視鏡システム
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は下記構成からなる。
（１）　撮像部を備える内視鏡と、この内視鏡が着脱自在に接続されて前記撮像部により
生成された撮像画像の信号が入力される外部制御装置と、前記外部制御装置に接続され画
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像情報を表示する表示装置と、を備える内視鏡システムであって、
　前記撮像部が、２次元配列された複数の受光部と、各受光部にそれぞれ蓄積された電荷
信号を前記受光部の並び方向である主走査方向に沿って読み出すことを前記主走査方向に
直交する副走査方向に向けて複数回繰り返す走査読み出しを行う走査駆動部と、を有し、
　前記走査駆動部は、前記主走査方向に並ぶ前記受光部のラインの走査読み出しをそれぞ
れ副走査方向に順次行って、全ての前記受光部から前記電荷信号を読み出す第１の撮像モ
ードと、
　前記受光部のラインの走査読み出しを、副走査方向に所定ライン飛び越しながら順次行
うと共に、飛び越されたラインから前記所定ライン飛び越しながら順次行うことで、前記
撮像画像を構成する全ラインを水平走査して前記受光部から前記電荷信号を読み出す第２
の撮像モードと、
が切替え自在であり、
　前記外部制御装置が、前記撮像部によって静止画情報を取得する場合に前記第１の撮像
モードに切替え、動画像情報を取得する場合に前記第２の撮像モードに切り替えて前記表
示装置に表示される前記撮像画像の画面端部にシャギーを発生させる内視鏡システム。
（２）　撮像部を備える内視鏡と、この内視鏡が着脱自在に接続されて前記撮像部により
生成された撮像画像の信号が入力される外部制御装置と、前記外部制御装置に接続され画
像情報を表示する表示装置と、を備える内視鏡システムであって、
　前記撮像部が、２次元配列された複数の受光部と、各受光部にそれぞれ蓄積された電荷
信号を前記受光部の並び方向である主走査方向に沿って読み出すことを前記主走査方向に
直交する副走査方向に向けて複数回繰り返す走査読み出しを行う走査駆動部と、を有し、
　前記走査駆動部は、第１の撮像モード時には、前記主走査方向に並ぶ前記受光部のライ
ンの走査読み出しをそれぞれ副走査方向に順次行って、全ての前記受光部から前記電荷信
号を読み出す第１の撮像モードと、
　前記受光部のラインの走査読み出しを、隣接する前記受光部のラインを２ライン連続し
て水平走査してから次の２ラインを飛び越すことを繰り返して、全ての前記受光部から前
記電荷信号を読み出す第２の撮像モードと、
が切替え自在であり、
　前記外部制御装置が、前記撮像部によって静止画情報を取得する場合に前記第１の撮像
モードに切替え、動画像情報を取得する場合に前記第２の撮像モードに切り替えて前記表
示装置に表示される前記撮像画像の画面端部にシャギーを発生させる内視鏡システム。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明に係る内視鏡システムによれば、静止画情報の取得時には、第１の撮像モードで
各受光部のラインの電荷信号を副走査方向に順次読み出し、動画情報の取得時には、第２
の撮像モードで各受光部のラインの電荷信号を、ライン飛び越ししながら読み出すことに
より、撮像タイミングの時間的なずれに起因する撮像画像の歪みを抑制することができる
。これにより、観察画面を注視しながら内視鏡挿入部を動かしても、違和感のない画像が
得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施形態を説明するための図で、内視鏡システムの概念的なブロック構
成図である。
【図２】図１に示す内視鏡システムの一例としての外観図である。
【図３】固体撮像素子の構成を示す回路図である。
【図４】１ライン飛び越し走査モードによる撮像素子の露光・読出しタイミングを示す図
である。
【図５】（Ａ）は撮像画像の一例、（Ｂ）は図４に示す１ライン飛び越し走査モードによ
る電荷信号の読み出し順に従って生成される撮像画像を示す図である。
【図６】図４に示す１ライン飛び越し走査モードにより生成される撮像画像を示す図であ
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る。
【図７】２ライン飛び越し走査モードによる撮像素子の露光・読出しタイミングを示す図
である。
【図８】図７に示す２ライン飛び越し走査モードによる電荷信号の読み出し順に従って生
成される撮像画像を示す図である。
【図９】図７に示す２ライン飛び越し走査モードにより生成される撮像画像を示す図であ
る。
【図１０】ベイヤー配列された受光部の一部を表す模式的平面図である。
【図１１】図７に示す２ライン飛び越し走査モードにおいて各受光部が検出する色成分を
示す模式的平面図である。
【図１２】図７に示す２ライン飛び越し走査モードによる電荷信号の読出しライン順に並
べた各受光部が検出する色成分を示す模式的平面図である。
【図１３】２ライン一括２ライン飛び越し走査モードによる撮像素子の露光・読出しタイ
ミングを示す図である。
【図１４】図１３に示す２ライン一括２ライン飛び越し走査モードにより生成される撮像
画像を示す図である。
【図１５】図１３に示す２ライン一括２ライン飛び越し走査モードにおいて各受光部が検
出する色成分を示す模式的平面図である。
【図１６】ローリングシャッタを用いた従来の撮像素子の露光・読出しタイミングを示す
タイミングチャートである。
【図１７】図１６に示す露光・読出しタイミングにより生成される撮像画像を示す図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の各実施形態について、図面を参照して詳細に説明する。
　図１は本発明の実施形態を説明するための図で、内視鏡システムの概念的なブロック構
成図、図２は図１に示す内視鏡システムの一例としての外観図である。
【００１４】
　図１、図２に示すように、内視鏡システム１００は、内視鏡１１と、この内視鏡１１が
接続される外部制御装置である制御装置１３と、制御装置１３に接続され画像情報を表示
する表示装置１５と、を有する。更に制御装置１３には、入力操作を受け付ける入力部１
７が接続されている。内視鏡１１は、内視鏡挿入部１９の先端から照明光を出射する照明
光学系と、被観察領域を撮像する撮像手段である撮像素子、対物レンズユニット（いずれ
も図示せず）を含んで構成される撮像部２１とを有する、電子内視鏡である。
【００１５】
　内視鏡１１は、先端側が被検体内に挿入される内視鏡挿入部１９と、内視鏡挿入部１９
の基端部に連設され内視鏡挿入部１９の先端の湾曲操作や観察のための操作を行う操作部
２５と、操作部２５から延設されるユニバーサルケーブル２７と、ユニバーサルケーブル
２７の先端に設けられ内視鏡１１を制御装置１３に着脱自在に接続するコネクタ部２９Ａ
，２９Ｂとを含んで構成される（図２参照）。
【００１６】
　内視鏡挿入部１９は、可撓性を持つ軟性部３１と、湾曲部３３と、先端部（以降、内視
鏡先端部とも呼称する）３５から構成される。内視鏡先端部３５には、図示はしないが、
被観察領域へ光を照射する照射口と、被観察領域の画像情報を取得するＣＭＯＳ(Complem
entary Metal-Oxide Semiconductor）イメージセンサ等の撮像素子が配置され、撮像素子
の受光面には上記対物レンズユニットが配置される。
【００１７】
　湾曲部３３は、軟性部３１と内視鏡先端部３５との間に設けられ、操作部２５に配置さ
れたアングルノブ４１の回動操作により湾曲自在にされている。この湾曲部３３は、内視
鏡１１が使用される被検体の部位等に応じて、任意の方向、任意の角度に湾曲でき、内視
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鏡先端部３５の照射口及び撮像素子の観察方向を、所望の観察部位に向けることができる
。
【００１８】
　内視鏡先端部３５には、内視鏡先端部３５が移動したことを検出するための動き検出部
３７が配設されている。内視鏡先端部３５に配設することができる小型の動き検出部３７
としては、例えば、小型加速度センサが例示され、ＭＥＭＳ（Micro Electro Mechanical
 Systems）技術によって作製可能である。また、操作部２５には、後述する走査モードを
、通常走査モードと飛び越し走査モードとに手動で切り替えるための操作部である切替え
スイッチ３９が配置されている。更に、湾曲部３３を湾曲させるためにアングルノブ４１
が操作されたことを検出する操作検出部４７が設けられている。
【００１９】
　制御装置１３は、図１に示すにように、内視鏡先端部３５の照射口に供給する照明光を
発生する照明手段である光源装置４３、撮像素子からの画像信号を画像処理する内視鏡画
像処理装置であるプロセッサ４５を備え、コネクタ部２９Ａ，２９Ｂを介して内視鏡１１
と接続される。また、プロセッサ４５には、前述の表示装置１５と入力部１７が接続され
ている。プロセッサ４５は、内視鏡１１の操作部２５や入力部１７からの指示に基づいて
、内視鏡１１から伝送されてくる撮像信号を画像処理し、表示用画像を生成して表示装置
１５へ供給する。
【００２０】
　内視鏡１１は、撮像素子を含む撮像部２１と、アナログ信号処理部４９と、Ａ／Ｄ変換
部５１と、信号変換部５３と、駆動部５５と、動き検出部３７と、操作部である切替えス
イッチ３９と、操作検出部４７と、を備える。また、内視鏡１１とユニバーサルケーブル
２７を介して接続されているプロセッサ４５は、デジタル信号処理部５７と、制御部５９
とを備え、表示装置１５及び入力部１７が接続されている。
【００２１】
　アナログ信号処理部４９は、撮像部２１で得られた撮像信号に所定のアナログ信号処理
を施す。Ａ／Ｄ変換部５１は、アナログ信号処理部４９で処理後のアナログ信号をデジタ
ル信号に変換する。Ａ／Ｄ変換部５１の出力は、所謂、ＲＡＷ画像データとして、信号変
換部５３でエンコード処理によりシリアルデータに変換されて、プロセッサ４５のデジタ
ル信号処理部５７に送られる。ＲＡＷ画像データは、撮像部２１からの撮像信号の形式の
ままデジタル化したデジタル画像データである。デジタル信号処理部５７では、信号変換
部５３から入力されたシリアルデータをデコード処理して、エンコードされる前のＲＡＷ
画像データを再生する。そして、このＲＡＷ画像データに対して各種の処理を施して表示
装置１５に表示用画像として表示させる。
【００２２】
　図３は撮像部２１が有する固体撮像素子の構成を示す回路図であり、撮像素子６１は、
受光部である単位画素６３が２次元マトリクス状に配置された画素部６５と、画素部６５
からの電荷信号（受光部に蓄積された蓄積電荷に基づく信号）に対してノイズ抑制処理等
の処理を行なう相関二重サンプリング（ＣＤＳ）回路６７と、画素部６５の垂直方向の走
査を制御すると共に画素部６５のリセット動作を制御する垂直走査回路６９と、水平方向
の走査を制御する水平走査回路７１と、読み出した電荷信号の出力を行う出力回路７３と
、各回路６７～７１に制御信号を与え、垂直・水平走査及びサンプリングのためのタイミ
ング等を制御する制御回路（走査駆動部）７５とから構成されている。
【００２３】
　単位画素６３は、１個のフォトダイオードＤ１、リセット用トランジスタＭ１、ドライ
ブ用（増幅用）トランジスタＭ２、及び画素選択用トランジスタＭ３とからなる。各単位
画素６３は、垂直走査線（行選択線）Ｌ１及び水平走査線（列選択線）Ｌ２に接続されて
おり、垂直走査回路６９と水平走査回路７１によって順次に走査される。
【００２４】
　制御回路７５は、画素部６５の行及び列を走査するために垂直走査回路６９及び水平走



(8) JP 5618624 B2 2014.11.5

10

20

30

40

50

査回路７１に入力する制御信号、フォトダイオードＤ１に蓄積された電荷をリセットする
ために垂直走査回路６９に入力する制御信号、及び画素部６５とＣＤＳ回路６７との接続
を制御するためにＣＤＳ回路６７に入力する制御信号をそれぞれ生成する。
【００２５】
　ＣＤＳ回路６７は、列選択線Ｌ２毎に区分して設けられており、垂直走査回路６９によ
って選択された行選択線Ｌ１に接続された各単位画素６３の電荷信号を、水平走査回路７
１が出力する水平走査信号に従って順次に出力する。水平走査回路７１は、ＣＤＳ回路６
７と、出力回路７３に接続された出力バスラインＬ３との間に設けられた列選択用トラン
ジスタＭ４のオン／オフを水平走査信号により制御する。出力回路７３は、ＣＤＳ回路６
７から出力バスラインＬ３に順次に転送される電荷信号を増幅して出力する。以下では、
フォトダイオードＤ１から読み出す信号を電荷信号、出力回路７３から出力される信号を
、撮像画像の信号と称する。
【００２６】
　なお、図示は省略するが、撮像素子６１は、複数の色セグメントからなるカラーフィル
タ（例えば、ベイヤー配列の原色カラーフィルタ）を備えた単板カラー撮像方式の固体撮
像素子である。
【００２７】
　画素部６５は、垂直方向を列方向、水平方向を行方向としたとき、単位画素６３が半導
体基板表面に行方向及び列方向に格子状に配設された正方配列構造を有する。また、奇数
行の単位画素６３と偶数行の単位画素６３とが、１／２ピッチずつずらして配列された、
所謂、ハニカム画素配列の構成であってもよい。
【００２８】
　次に、上記構成の撮像部２１における電荷信号の取り出し方法について図４～図６を参
照して説明する。
　撮像部２１の撮像素子６１は、制御部５９からの指令により第１の撮像モードである通
常走査モードと、第２の撮像モードである飛び越し走査モードとが選択的に設定できる。
通常走査モードは、主走査方向に並ぶ単位画素６３のラインの走査読み出しを、それぞれ
主走査方向とは直交する副走査方向に順次行って、電荷信号を読み出すモードである（図
１６参照）。また、飛び越し走査モードは、単位画素６３のラインの走査読み出しを、副
走査方向に所定ライン飛び越しながら順次行うことを繰り返し、全ライン分を水平走査し
て電荷信号を読み出すモードである。
【００２９】
　制御部５９は、内視鏡挿入部１９の先端部３５の動きを検出する動き検出部３７の検出
信号、アングルノブ４１が操作されたことを検出する操作検出部４７の検出信号、又は切
替えスイッチ３９から飛び越し走査モードへの切替え信号が入力されたとき、駆動部５５
に指令信号を出力して、撮像部２１の制御回路７５を通常走査モードから飛び越し走査モ
ードに切り替える。これにより、被写体が静止している静止画情報の取得時には通常走査
モードで、被写体が移動する動画情報の取得時には飛び越し走査モードで画像を生成する
。
【００３０】
　ここで、飛び越し走査モードについて詳細に説明する。
　図４は、１ライン飛び越し走査モードにおいてローリングシャッタを用いた撮像素子の
リセット、露光、読出しの各タイミングの例を示す図である。同図に示すように、例えば
Ｌｉｎｅ（１）のリセット用トランジスタＭ１（図３参照）に垂直走査回路６９からリセ
ット信号を出力して、Ｌｉｎｅ（１）に配置される各フォトダイオードＤ１に蓄積された
電荷をリセットし、露光を開始する。その後、垂直方向（副走査方向）に１ライン飛び越
してＬｉｎｅ（３）を同様にリセットして露光を開始する。更に垂直方向に１ライン飛び
越してＬｉｎｅ（５）をリセットして露光を開始することを繰り返し行う。
【００３１】
　そして、飛び越し先が無くなった時点で再びＬｉｎｅ（２）に戻り、Ｌｉｎｅ（２）を
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リセットして露光を開始した後に、垂直方向に１ライン飛び越してＬｉｎｅ（４）をリセ
ットする。上記のリセット処理をＬｉｎｅ（ｎ）（ｎは全ライン数）まで繰り返す。これ
により、各ラインの受光部６３に蓄積された電荷信号を一旦掃き出した状態から露光が開
始される。
【００３２】
　そして、所定の露光時間後に、受光部６３に蓄積された電荷信号をＣＤＳ回路６７（図
３参照）に出力させるため、行選択線Ｌ１を通じて入力される画素選択用トランジスタＭ
３への選択信号と、列選択用トランジスタＭ３から列選択線Ｌ２を通じて入力される読み
出し信号とによって、各受光部６３の電荷信号が、Ｌｉｎｅ（１）→Ｌｉｎｅ（３）→・
・・Ｌｉｎｅ（ｎ－１）→Ｌｉｎｅ（２）→Ｌｉｎｅ（４）→・・・→Ｌｉｎｅ（ｎ）の
順で、出力バスラインＬ３（図３参照）に出力される。
【００３３】
　この電荷信号の出力順は、図５（Ａ）に示すように、撮像画像が例えば「Ａ」の文字で
あった場合、上述のように、画像原点Ｐ０から主走査方向に走査し、副走査方向に１ライ
ン飛び越したラインを走査することを繰り返すと、出力バスラインＬ３に出力される信号
は、そのまま画像データ化すると、図５（Ｂ）に示すように副走査方向に２分割された画
像データとなる。
【００３４】
　上記の飛び越し走査モードによれば、図６に各ラインを読み出し順に水平方向に移動さ
せて、画面上での各ラインＬａの表示を模式的に示すように、通常走査モードによる画面
である図１７に示す画面よりも変形量が視感的に少なくなる。図６の表示内容では隣接す
るラインが比較的大きな時間差を有するため、飛び越しライン毎に不連続点が生じ、画面
端部にシャギーが発生する。ところが、人間の視感特性は、画面全体の動きに対しては敏
感であるが、細部には鈍感であり、この程度のシャギーに対する刺激は小さく、認識しに
くいものとなる。そのため、水平方向に動きのある被写体が、大局的に水平方向の変形が
緩和された状態で観察される。
【００３５】
　また、この飛び越し走査モードでは、動画像の表示を行う際に画面揺らぎ感を減少でき
る。即ち、図５（Ｂ）に示すように、各分割領域（偶数ライン、奇数ライン）は、それぞ
れ解像度は低いものの画面全体の大局的な情報を有しており、通常走査モードよりも一画
面の読み出しを等価的に高速化できる。これにより、内視鏡システム１００に対しては厳
しい信号伝送の周波数（読み出しデータレート：単位時間当たりの読み出しライン数）ま
で上げることなく、画面歪みの目立ちにくい画像を簡単に得ることができる。
【００３６】
（変形例１）
　本変形例においては、前述の１ラインを飛び越す飛び越し走査モードに代えて、２ライ
ンを飛び越す飛び越し走査モードが採用される。
　図７は、２ライン飛び越し走査モードにおいてローリングシャッタを用いた撮像素子の
リセット、露光、読出しの各タイミングの例を示す図である。図７に示すように、例えば
Ｌｉｎｅ（１）のリセット用トランジスタＭ１（図３参照）に垂直走査回路６９からリセ
ット信号を出力して、Ｌｉｎｅ（１）に配置される各フォトダイオードＤ１に蓄積された
電荷をリセットし、露光を開始する。その後、垂直方向に２ライン飛び越してＬｉｎｅ（
４）を同様にリセットして露光を開始する。更に垂直方向に２ライン飛び越したラインを
リセットすることを繰り返し行う。
【００３７】
　そして、飛び越し先が無くなった時点で再びＬｉｎｅ（２）に戻り、Ｌｉｎｅ（２）を
リセットして露光を開始した後に、垂直方向に２ライン飛び越してＬｉｎｅ（５）をリセ
ットする。ことを繰り返し、飛び越し先が無くなった時点で再びＬｉｎｅ（３）に戻り、
Ｌｉｎｅ（３）をリセットして露光を開始した後に、垂直方向に２ライン飛び越してＬｉ
ｎｅ（６）をリセットする。上記のリセットをＬｉｎｅ（ｎ）　（ｎは全ライン数）まで
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繰り返す。これにより、各ラインの受光部６３に蓄積された電荷信号が掃き出された状態
で、露光が開始される。
【００３８】
　次いで、所定の露光時間後に、受光部６３に蓄積された電荷信号をＣＤＳ回路（図３参
照）に出力させるため、行選択線Ｌ１を通じて入力される画素選択用トランジスタＭ３へ
の選択信号と、列選択用トランジスタＭ３から列選択線Ｌ２を通じて入力される読み出し
信号とによって、各受光部６３の電荷信号が、Ｌｉｎｅ（１）→Ｌｉｎｅ（４）→・・・
→Ｌｉｎｅ（２）→Ｌｉｎｅ（５）→・・・→Ｌｉｎｅ（３）→Ｌｉｎｅ（６）→・・・
→Ｌｉｎｅ（ｎ）の順で、出力バスラインＬ３（図３参照）に出力される。
【００３９】
　このように、図５（Ａ）の画像を画像原点Ｐ０から主走査方向に走査し、副走査方向に
２ライン飛び越したラインを走査することを繰り返して出力バスラインＬ３に出力される
信号を、そのまま画像データ化すると、図８に示すように副走査方向に３分割された画像
データとなる。
【００４０】
　これにより、図９に画面上での表示を模式的に示すように、図６に示す１ライン飛び越
し走査による画面よりも変形量が視感的に更に少なくなり、また、動画像の表示を行う際
に画面揺らぎ感を低減できる。
【００４１】
　ここで、本変形例における各受光部６３から読み出したそれぞれ一色分の色成分に対し
て、該色成分とは異なる色成分の信号を補間する同時化処理について、図１０～図１２に
基づいて説明する。図１０はベイヤー配列された受光部の一部を表す模式的平面図、図１
１は２ライン飛び越し走査モードにおいて各受光部が検出する色成分を示す模式的平面図
、図１２は読出しライン順に並べた各受光部が検出する色成分を示す模式的平面図である
。この同時化処理は、撮像素子６１内で行うものではなく、外部制御装置であるプロセッ
サ４５のデジタル信号処理部５７で行うものである。
【００４２】
　図１０に示すように、本構成例の撮像素子６１（画素部６５）は、Ｇ（Green）の色成
分を検出する受光部６３Ｇと、Ｂ（Blue）の色成分を検出する受光部６３Ｂとが行方向に
沿って繰り返し配置されたラインと、Ｒ（Red）の色成分を検出する受光部６３Ｒと、Ｇ
（Green）の色成分を検出する受光部６３Ｇとが行方向に沿って繰り返し配置されたライ
ンとが、列方向に交互に繰り返し配置された、所謂、ベイヤー配列となっている。
【００４３】
　ベイヤー配列された撮像素子６１を用いて２ライン飛び越し走査モードで撮像したとき
、各受光部６３Ｇ，６３Ｂ，６３Ｒが検出する各色成分は、露光時間差を加味して図中の
横方向に移動（図示例では１つの受光部分だけ移動）させて考えると、図９に示す画面変
形の様子と同様に、擬似的に図１１に示すようになる。これを、電荷信号の読み出しライ
ン順に並べると、図１２に示すように配列される。即ち、図１２（Ａ）に示す１巡目に読
み出されたデータブロック（Ｌｉｎｅ（１）、Ｌｉｎｅ（４）、・・）、図１２（Ｂ）に
示す２巡目に読み出されたデータブロック（Ｌｉｎｅ（２）、Ｌｉｎｅ（５）、・・）、
図１２（Ｃ）に示す３巡目に読み出されたデータブロック（Ｌｉｎｅ（３）、Ｌｉｎｅ（
６）、・・）のそれぞれは、いずれもベイヤー配列となる。
【００４４】
　同時化処理は、２ライン単位の隣接する４つの受光部６３を単位ブロック８１とし、こ
の単位ブロック８１の持つ情報を参照して、１つの受光部６３の色成分の信号を補間する
ことにより行われる。具体的には、図１２（Ａ）に示すように、補間すべき受光部６３Ｇ
の画素情報は、単位ブロック８１内にＲ及びＢが各１つ、Ｇが２つあるので、（Ｒ，Ｇ，
Ｂ）＝（Ｒ／ｋ，　（Ｇ＋Ｇ）／（２ｋ），　Ｂ／ｋ）として求められる。ここで、ｋは
、階調変換のための係数であり、例えば、４０９６階調のデータを、２５６階調に変換す
るときの係数ｋは、１６（４０９６／２５６）となる。
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【００４５】
　次に、単位ブロック８１を１画素分（１つの受光部６３）右方向にずらし、次の補間す
べき受光部６３Ｂの位置の画素情報を上記と同様にして求める。以下、単位ブロック８１
を１画素分ずつ右方向にずらしながら各受光部６３の画素情報を求める。２巡目、３巡目
に読み出された各受光部６３の電荷信号についても、各単位ブロック８１の持つ情報を参
照して全く同様に処理し、画素情報を求める。このようなデータ処理は、図１に示すデジ
タル信号処理部５７によって処理され、得られた３つの色成分（Ｒ，Ｇ，Ｂ）の信号から
撮像画像データを生成し、適宜な処理を施した後に表示装置１５に表示する。
【００４６】
　なお、厳密には、飛び越したライン同士の間には時間差があるため、この時間差が大き
いと時間的に異なる撮像データに基づいて同時化処理が行われ、実際とは異なる色を推定
してしまう虞がある。しかし、本構成例の飛び越し走査モードによれば、飛び越して読み
出した行（例えば、Ｌｉｎｅ（１），Ｌｉｎｅ（４），Ｌｉｎｅ（７），・・・）に対し
ては、行間の時間差は短いため、時間的な連続性が略確保される。
【００４７】
（変形例２）
　本変形例においては、飛び越し走査モードとして、２ラインを単位とした読出しを２ラ
インずつ飛び越して行う、２ライン一括２ライン飛び越し走査モードが採用される。
　図１３は、この２ライン一括２ライン飛び越し走査モードにおいてローリングシャッタ
を用いた撮像素子のリセット、露光、読出しの各タイミングの例を示す図である。同図に
示すように、例えばＬｉｎｅ（１），Ｌｉｎｅ（２）のリセット用トランジスタＭ１（図
３参照）に垂直走査回路６９からリセット信号を順次出力して、Ｌｉｎｅ（１），Ｌｉｎ
ｅ（２）に配置される各フォトダイオードＤ１に蓄積された電荷をリセットし、露光を開
始する。その後、垂直方向に２ライン飛び越してＬｉｎｅ（５），Ｌｉｎｅ（６）を同様
に順次リセットして露光を開始する。更に垂直方向に２ライン飛び越してリセットするこ
とを繰り返し行う。
【００４８】
　そして、飛び越し先が無くなった時点で再びＬｉｎｅ（３）に戻り、Ｌｉｎｅ（３），
Ｌｉｎｅ（４）を順次リセットした後に、垂直方向に２ライン飛び越してＬｉｎｅ（７）
，Ｌｉｎｅ（８）を順次リセットする。上記のリセットをＬｉｎｅ（ｎ）　（ｎは全ライ
ン数）まで繰り返し行い、各ラインの受光部６３に蓄積された電荷信号が掃き出された状
態で、露光が開始される。
【００４９】
　そして、所定の露光時間後に、受光部６３に蓄積された電荷信号を、Ｌｉｎｅ（１），
Ｌｉｎｅ（２）→Ｌｉｎｅ（５），Ｌｉｎｅ（６）→・・・→Ｌｉｎｅ（３），Ｌｉｎｅ
（４）→Ｌｉｎｅ（７），Ｌｉｎｅ（８）→・・・→Ｌｉｎｅ（ｎ－１），Ｌｉｎｅ（ｎ
）の順で、出力バスラインＬ３に出力する。
【００５０】
　このように２ラインずつ２ライン飛び越しで出力することを繰り返して出力バスライン
Ｌ３に出力される撮像画像の信号を、そのまま画像データ化すると、図示はしないが副走
査方向に２分割された画像データとなり、このときの画像は、画面上での表示を模式的に
示す図１４のようになり、画面の変形量が視感的に少なくなり、動画像の表示を行う際に
画面揺らぎ感を減少できる。
【００５１】
　図１５は、２ライン一括２ライン飛び越し走査モードにおいて各受光部が検出する色成
分を示す模式的平面図であり、２ラインずつ纏めて読み出される各受光部６３Ｂ，６３Ｇ
，６３Ｇ，６３Ｒの電荷信号はベイヤー配列となっている。従って、隣接する４つの受光
部６３Ｂ，６３Ｇ，６３Ｇ，６３Ｒを単位ブロック８１とし、この単位ブロック８１の持
つ情報を参照して、１つの受光部の色成分の信号を補間することにより、同時化処理を行
うことができる。同時化処理手順は、前述した変形例１で説明した手順と同一であるので
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説明を省略する。
【００５２】
　上記の通常走査モードと飛び越し走査モードとの切替えは、動き検出部３７が内視鏡挿
入部１９の先端部３５の動き（所定値を超える変化速度）を検出したとき、又は操作検出
部４７がアングルノブ４１の操作を検出したとき、自動的に通常走査モードから飛び越し
走査モードに切り替える。これにより、内視鏡１１の先端部３５（撮像部２１）が、被検
体に対して相対的に停止している静止画情報の取得時には通常走査モードで、撮像部２１
及び被検体が相対的に動いている動画情報の取得時には飛び越し走査モードで撮像して、
動画像の表示を行う際の画面揺らぎ感を減少させる。
【００５３】
　或いは、術者が切替えスイッチ３９を操作して走査モードを切り替えることにより、撮
像に最適な通常走査モード、又は飛び越し走査モードを状況に応じて任意に選択すること
もできる。更に、入力部１７から切替え指令を制御部５９に入力して、通常走査モードと
飛び越し走査モードとを切り替えるようにしてもよい。
【００５４】
　走査モードの切替えは、上記の他に、例えば、撮像画像の奇数ラインと偶数ラインとを
比較することで観察対象の動きを推定し、動きの有無や移動量の長さに応じて切り替える
ことでもよい。なお、観察対象の動きの推定には、奇数ラインと偶数ラインとのライン間
の相関が強いときは隣接ラインを用いて推定し、相関が弱いときは同一ライン内の画素を
使って推定するとよい。これにより、動きの大きさによらずに常に正確な切替え動作が可
能となる。あるいは、現在のフレームと、１つ前のフレームとを比較することで観察対象
の動きを推定して切り替えることもできる。
【００５５】
　このように、本発明は上記の実施形態に限定されるものではなく、明細書の記載、並び
に周知の技術に基づいて、当業者が変更、応用することも本発明の予定するところであり
、保護を求める範囲に含まれる。
【００５６】
　以上の通り、本明細書には次の事項が開示されている。
（１）　撮像部を備える内視鏡と、この内視鏡が着脱自在に接続されて前記撮像部により
生成された撮像画像の信号が入力される外部制御装置と、を備える内視鏡システムであっ
て、
　前記撮像部が、２次元配列された複数の受光部と、各受光部にそれぞれ蓄積された電荷
信号を前記受光部の並び方向である主走査方向に沿って読み出すことを前記主走査方向に
直交する副走査方向に向けて複数回繰り返す走査読み出しを行う走査駆動部と、を有し、
　前記走査駆動部は、第１の撮像モード時には、前記主走査方向に並ぶ前記受光部のライ
ンの走査読み出しをそれぞれ副走査方向に順次行って、全ての前記受光部から前記電荷信
号を読み出し、
　第２の撮像モード時には、前記受光部のラインの走査読み出しを、副走査方向に所定ラ
イン飛び越しながら順次行うと共に、飛び越されたラインから前記所定ライン飛び越しな
がら順次行うことで、前記撮像画像を構成する全ラインを水平走査して前記受光部から前
記電荷信号を読み出す内視鏡システム。
　この内視鏡システムによれば、撮像モードとして、主走査方向に並ぶ受光部のラインの
走査読み出しを、それぞれ副走査方向に順次行う第１の撮像モードと、副走査方向に所定
ライン飛び越しながら順次行う第２の撮像モードと、に切替え可能としたので、静止画情
報の取得時には第１の撮像モードで電荷信号を読み出し、動画情報の取得時には第２の撮
像モードで電荷信号を読み出すようにすれば、撮像タイミングの時間的なずれに起因して
起こる撮像画像の歪みを抑制することができる。これにより、観察画面を注視しながら内
視鏡挿入部を動かしても、違和感のない画像が得られる。また、従来のように、画像歪み
量の推定により画像の歪みを抑制するものではないので、推定誤りによる画像形成がなく
、画像への変更（アーティファクト）が最小となる。更に、同時性を確保するためのメカ
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ニカルシャッタを用いていないので、光学系を変更することなく、受光部の読み出し手順
を変更するだけで良好な動画情報が得られる。
【００５７】
（２）　（１）の内視鏡システムであって、
　前記第２の撮像モードが、未走査の第１のラインを選択して水平走査し、該第１のライ
ンに対応する各受光部から前記電荷信号を読み出す第１の読み出し走査と、前記第１のラ
インから前記副走査方向に所定ライン飛び越した未走査の第２のラインを選択して水平走
査し、該第２のラインに対応する各受光部から前記電荷信号を読み出す第２の読み出し走
査とを、前記第１のラインと前記第２のラインとの間隔を前記所定ラインに保持しつつ、
前記副走査方向下端まで繰り返した後、副走査方向上端から未走査のラインを選択して前
記第１の読み出し走査と前記第２の読み出し走査とを、前記副走査方向下端まで繰り返す
ことを、複数回実行するモードである内視鏡システム。
　この内視鏡システムによれば、第２の撮像モードが、未走査のラインを選択して水平走
査した後、副走査方向に所定ライン飛び越して未走査のラインを選択して水平走査するこ
とを、副走査方向下端まで複数回繰り返して実行することで、１フレームを複数の領域に
分割して読み出し、画面読み出しを等価的に高速化できる。これにより、観察画面を注視
しながら内視鏡挿入部を動かしても、画面歪みの目立ちにくい画像を得ることができる。
【００５８】
（３）　（１）又は（２）の内視鏡システムであって、
　正方格子状に配置された前記複数の受光部が、ベイヤー配列にされたカラーフィルタで
覆われてそれぞれ異なる色成分の光を検出し、
　前記第２の撮像モードが、前記副走査方向に飛び越す所定ライン数を２ラインとするも
のであり、
　前記外部制御装置が、特定の第１のラインと、該第１のラインから前記副走査方向に飛
び越して選択される第２のラインとの２ラインに対応する各受光部から読み出した電荷信
号を用い、前記各受光部から読み出したそれぞれ一色分の色成分に対して、該色成分とは
異なる色成分の信号を補間する同時化処理を行う同時化手段を備え、
　前記第２の撮像モード時に、前記各受光部から読み出した電荷信号の色成分と、前記同
時化処理によって得られた色成分との信号から撮像画像データを生成する内視鏡システム
。
　この内視鏡システムによれば、第２の撮像モードが、副走査方向に２ライン飛び越して
受光部のラインの走査読み出しを行うと共に、同時化手段が、連続して読み出される２ラ
インの各受光部の電荷信号を用いて色成分を補間する同時化処理を行って撮像画像データ
を生成するので、撮像タイミングの時間的なずれに起因して起こる動画像の歪みが抑制さ
れたカラー画像が得られる。
【００５９】
（４）　撮像部を備える内視鏡と、この内視鏡が着脱自在に接続されて前記撮像部により
生成された撮像画像の信号が入力される外部制御装置と、を備える内視鏡システムであっ
て、
　前記撮像部が、２次元配列された複数の受光部と、各受光部にそれぞれ蓄積された電荷
信号を前記受光部の並び方向である主走査方向に沿って読み出すことを前記主走査方向に
直交する副走査方向に向けて複数回繰り返す走査読み出しを行う走査駆動部と、を有し、
　前記走査駆動部は、第１の撮像モード時には、前記主走査方向に並ぶ前記受光部のライ
ンの走査読み出しをそれぞれ副走査方向に順次行って、全ての前記受光部から前記電荷信
号を読み出し、
　第２の撮像モード時には、前記受光部のラインの走査読み出しを、隣接する前記受光部
のラインを２ライン連続して水平走査してから次の２ラインを飛び越すことを繰り返して
、全ての前記受光後部から前記電荷信号を読み出す内視鏡システム。
　この内視鏡システムによれば、第２の撮像モードが、連続する２ラインの各受光部の電
荷信号を水平走査した後、次の２ラインを飛び越して走査読み出しを行うので、撮像タイ



(14) JP 5618624 B2 2014.11.5

10

20

30

40

50

ミングの時間的なずれに起因して起こる撮像画像の歪みを抑制することができる。
【００６０】
（５）　（４）の内視鏡システムであって、
　正方格子状に配置された前記複数の受光部が、ベイヤー配列にされたカラーフィルタで
覆われてそれぞれ異なる色成分の光を検出し、
　前記外部制御装置が、特定のラインと、該特定のラインに続いて選択される次ラインと
の２ラインに対応する各受光部から読み出した電荷信号を用い、前記２ラインに対応する
各受光部から読み出されるそれぞれ一色分の色成分である電荷信号に対し、前記色成分と
は異なる色成分の信号を補間する同時化処理を行う同時化手段を備え、
　前記第２の撮像モード時に、前記各受光部から読み出される電荷信号の色成分と、前記
同時化処理によって得られる色成分の信号から撮像画像データを生成する内視鏡システム
。
　この内視鏡システムによれば、同時化手段が、読み出された連続する２ラインの各受光
部の電荷信号を用いて色成分を補間する同時化処理を行って撮像画像データを生成するの
で、撮像タイミングの時間的なずれに起因する画像歪みが抑制されたカラー画像が得られ
る。
【００６１】
（６）　（１）～（５）のいずれか１つの内視鏡システムであって、
　前記外部制御装置が、前記撮像部によって静止画情報を取得する場合に前記第１の撮像
モードに切替え、動画像情報を取得する場合に前記第２の撮像モードに切り替える内視鏡
システム。
　この内視鏡システムによれば、外部制御装置が、静止画情報を取得する場合に第１の撮
像モードに、動画像情報を取得する場合に第２の撮像モードに切り替えるので、画面歪み
のない静止画像が得られると共に、動画においても撮像タイミングの時間的なずれに起因
して起こる撮像画像の歪みを抑制して、違和感のない画像が得られる。
【００６２】
（７）　（６）の内視鏡システムであって、
　前記内視鏡の撮像部の動きを検出して、前記外部制御装置に検出信号を出力する動き検
出部を備え、
　前記外部制御装置が、前記内視鏡の動き検出部からの検出情報から得られる変化速度が
所定値を超えた場合に、前記第２の撮像モードに切り替える内視鏡システム。
　この内視鏡システムによれば、動き検出部が内視鏡の撮像部の動きを検出したとき、第
２の撮像モードに切り替えるので、例えば、内視鏡挿入部を体腔内に挿入する際、動き検
出部が撮像部の動きを検出して第２の撮像モードに自動的に切り替えて、撮像タイミング
の時間的なずれに起因して起こる動画像の歪みを自動的に抑制して良好な画像が得られる
。
【００６３】
（８）　（６）の内視鏡システムであって、
　前記内視鏡が、被検体内に挿入する内視鏡挿入部の先端側に形成され湾曲自在な湾曲部
と、該湾曲部を湾曲操作するための湾曲操作部と、該湾曲操作部からの操作を検出する操
作検出部と、を有し、
　前記外部制御装置が、前記操作検出部により前記湾曲操作部の操作を検出した場合に前
記第２の撮像モードに切り替える内視鏡システム。
　この内視鏡システムによれば、湾曲部を湾曲させるために湾曲操作部が操作されたこと
を操作検出部が検出したとき、第２の撮像モードに切り替えるので、内視鏡の先端部を所
望の方向に向けて移動する際、第２に撮像モードに自動的に切り替えられ、撮像タイミン
グの時間的なずれに起因して起こる動画像の歪みを自動的に抑制することができ、撮像部
が動いていても良好な画像を取得することができる。
【００６４】
（９）　（６）の内視鏡システムであって、
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　前記内視鏡が、前記第１の撮像モードと前記第２の撮像モードとを切り替える操作部を
有し、
　前記外部制御装置が、前記内視鏡の操作部からの操作を検出した場合に前記第１の撮像
モードと前記第２の撮像モードとを切り替える内視鏡システム。
　この内視鏡システムによれば、操作部により、第１の撮像モード又は第２の撮像モード
への切替え操作が行われたとき、操作内容に応じて第１の撮像モード又は第２の撮像モー
ドに切り替えるので、撮像に最適な任意のモードで読み出し走査することができ、常に鮮
明な画像が得られる。
【００６５】
（１０）　（１）～（９）のいずれか１つの内視鏡システムであって、
　前記内視鏡と前記外部制御装置との間を接続する信号線が、前記撮像画像の信号をシリ
アル伝送する内視鏡システム。
　この内視鏡システムによれば、重みの異なるデータを時系列で送信するシリアル通信に
より画像信号を外部制御装置に伝送するので、伝送速度が速いほど、また、信号線が長く
なるほどノイズの影響を受けやすくなる。このような場合でも、各ラインの読み出し速度
を速めることなく、また、信号線を短縮させることなく、画像歪みの発生を抑えることが
でき、動きのある被写体であっても良好な画像を取得できる。
【符号の説明】
【００６６】
　１１　内視鏡本体
　１３　制御装置（外部制御装置）
　１９　内視鏡挿入部
　２１　撮像部
　２７　ユニバーサルケーブル（信号線）
　３３　湾曲部
　３７　動き検出部
　３９　切替えスイッチ（操作部）
　４１　アングルノブ（湾曲操作部）
　４７　操作検出部
　５５　駆動部
　５７　デジタル信号処理部（同時化手段）
　６３　受光部（単位画素）
１００　内視鏡システム
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